
 

 

 

神奈川県内に発出されている緊急事態宣言

が９月３０日で解除されました。 

県内の飲食店においては、１０月１日から２

４日までの間、マスク認証制度の認証店に限

り酒類の提供が解禁されます。 

認証を受けた店

舗は、営業時間は

５時から２１時

まで、酒類の提供

は１１時から２

０時までとなり

ます。 

マスク認証制度

の認証を受けて

いない店舗での、

酒類の提供は禁止されています。 

なお、要請に応じた店舗には、協力金が支給

されます。（売り上げに応じて、1日２万５千

円～７万５千円） 

http://www.pref.kanagawa.jp/docs/r5k/ma

sk_nisho.html 

総務省の推計では、６５歳以上の高齢者は、

３６４０万人（前年比２２万人増）で、 

総人口に占める高齢者の割合は、２９．１％

（世界では２位がイタリアで２３．６％）と

世界でも高齢者の占める割合が突出してい

ます。商店街においても、「買い上げ商品の配

達」「商店街・店舗施設でのバリアフリー」「高

齢者向けの商品の品揃え」「販売量の小単位

化」「休憩スペースの設置」など、増加し続け

る高齢者を顧客として取組むために、高齢者 

 

 

 

支援の取組みが求められています。高齢者支

援の取組みは、人出や資金なども必要となり

ますが、地域貢献の意味を大きく持っている

ことを理解して、行政などの協力を得ながら

取り組んでいただきたいと思います。 

川崎じもと応援券（第２弾 令和３年７月１

６日～）の利用期間が、３度目の緊急事態宣

言の発出に伴う飲食店の時短営業要請や外

出自粛などの情勢により、利用する機会が減

少していることに鑑み、当初の令和３年１２

月３１日から、令和４年３月３１日まで延長

されました。 

併せて、利用店舗の登録期間も令和４年２月

末まで延長しています。 

市商連から市議会等に予算要望していた「商

店街のＩＴ化支援について」、川崎市が新た

に、新型コロナウイルス感染症の拡大やスマ

ートフォンの普及により消費者のデジタル

利用が促進されている現状から、商店街にお

けるデジタル化の推進のための補助事業を、

今年度の補正予算で実施することが、令和３

年度第３回川崎市議会定例会の代表質問（自

民：矢沢議員 公明：平山議員）で明らかに

なりました。 

デジタルツールの使い方の講習会やアプリ

開発、デジタル技術を活用したイベントの開

催などが対象となり、予算額は１３００万円。

募集要項等については、正式に川崎市から公

表され次第、各商店街に情報提供いたします。 

令和３年１０月１日 №８５ 
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